
t，j，)合もある。また平行取h式で， 主fßiliiJ倍~ilqhを中~とし， その中

に可t先制lを通すr.l'~恥h式(あるいは中~ilqh カノレダ γ式)と呼ばれ

る方式もある。

lV� j炭 . lVí背 J1I問の代表として PCC 力一 (Pres ide n t s' Confer 

ence Committee の時)と呼ばれる路間7ù)1工がわが図にも紹介さ

れているが，これは米国で設計され逐次改良されたもので， こ

の台車には~!ìi性車輪および直角カノレダγ駆動方式が採用されて，

J辰動および騒音が軽減されているほか， ffi:1ltの i怪獣，室内の混

度調節，加減速のじん速性などの点で考慮がはらわれている高

性能の路間也事である。わが国でも型ji性耶輸は路而'Ìti1tIで， 可

挽i担I1駆動装置1は郊外ならひーに路間電車で災用化され， 防音 ・ 紡

J民の効呆を発jíil している。(松井信夫)

ぼうせきてつどう 防石鉄道

l 事業者の傾姿

名称 lVJ石欽近鉄株会社， 本社 山

口 県防府市西佐波令， 資本金 1 ，500 万

円 ， おもな lJj:染 地方鉄道， 一般架合

旅客自動車五II送 149 km。 鉄道従事負

65 人，保有車両 総関車 ・ 蒸気 2， 内

燃 2 ， 内燃動~Pl工 2，客車 10， 貨車 13

雨。

沿革大正 3 ・ 5 ・ 3 石三軽便鉄道株式

会社設立， 同 5 ・ 5 ・ 29 防石鉄道と商号変

更， 同 8 年三回尻 ・ 上和字問 1 1.3km 

を ， 同 9 年上手H字 ・ 府間 7.4 km を開業

し，現在に至る。

2 地方鉄道線

国鉄山阪本紙l三1:1:1尻駅に連絡， 三 1:1:1

尻 . ViiI附 (山 口県) 18.7 km 単線， 動力

蒸気 ・ ガソ リ /，軌間 1.067 m，旅客 ・

貨物五II紛を目的とする。明治 45 . 1 ・ 1 7

免許， 大正 8 ・ 7 ・ 5 および同 9 ・ 9 ・ 23 巡輸

IJIl始。

3 巡輸級況

FTとと|昭 和初 |
旅客輸送入品(千人) 329 

人 ロ(千) 4,052 

貨物紛送ト Y数(千 t) 27 

ト Y キロ (千) 428 

旅客収入(千円) 12,522 
貨物収入 (n) 7,450 

述綿雑収 (n) 154 

収入合計 (n) 20,125 

営 宅長 政 ( n) 17,480 

営業利益 (n) 2,244 

営業係数(%) 87 

(IJí(功)

29 30 

351 371 

4,180 4,346 

21 18 

340 279 

12,854 12,900 

6,759 5,071 

191 157 

19,804 18,128 

18,586 18,348 

1,218 ~220 

94 101 

lまうせっせつぴ 防雪設備 列車巡転をおびやかす雪の容を

防ぐために設ける設備。雪害には積雪，吹雪または吹たまり に

よる列車や平岡の巡転を支障するもの，なだれによる線路 ・ 建

設物の敏波， まれには運転中の列車が襲われて脱線転援する等

がある。 積雪E与を防ぐ設備には雪被い， 防雪柵， 防雪炭， I!k.雪

防止林空宇があり，な だれ害を防ぐ設備には， なだれの発生を防

ぐ階段ヱ，なだれ止杭， なだれ止椀， なだれ防止林等と，発生

したなだれをlVí ぐなだれ磁い， なだれ止擁壁，なだれ跳および

なだれの方向を転

じ勢力を弱めるな

だれ割があり ， な

だれの発生を持殺

するなだれ終報装

置等がある。

1 雪覆い

降積雪が多く 地形

上除雪の困難な両

切取の箇所， ト γ

ヰノレの出入口 やス

イッチバッタ総，

あるいは複雑な

分岐装III箇所得

に設ける。

木造または鉄

筋コ γ クリート

造の建造物て九

線路上を磁って

降雪が線路をl型

めるのを防ぐ。

ぼうせっせっ

1. 雪 1置い

イ畿
2 防 省|萌

建物に多額の技用を裂し保守政も多く ， 軌道保守に困難が

伴ない， 旅客にも不快の念を与える欠点がある。

2 防 雪柵 吹雪による吹たまりを防ぐために， 線路に

そって造られる柵湿で，降雪則前に仮設し， 翌春撤去するもの

が多い。丸太等で組立てた柵に，む しろや よ しず等を~るも の

で， 冬季常風に対して紅角または地形に応 じ適当の角度で設け

られ， その目的により吹止式と吹抜式とがあ る 。 吹止式は沈i殿

式とも L 、 L 、，線路の風上に設けて吹雪をさえきa り ， 柵の前後に

雪を沈澱させて線路上の吹たまりを防ぐ。吹抜け式は柵の下部

を 1 m 内外~聞を残し， その上部にむしろを 2-3 枚政り，こ

れに当る風を線路に導き ， 風力を利用して雪を線路反対側に吹

き飛ばす作用をさせる。

3 防雪実 これにはm雪を利用 して応急的に仮設する雪

爆と ， 半氷久的なもの として築造した防雪土堤とがある。雪線

は地形の関係上

他の防雪設備を

施し得ない箇所

や，防雪柵や防

雪林空宇の不日/iな

館所をネilì強する

ため随時応急伊j

に設置され，制

合有効なもので

ある。

土提は築追放

がかさむ上にそ

の位低の選定が

むずかしいので，

防雪林におきか

えられている。

4 吹雪防止

林線路にそって

造林しまたは11.

収した既成林て・

吹雪をさえぎり ，

3 雪 ぬ

4. 漉雪 1純

一一一 1621 一一




